
21世紀のサイバー社会を切り開くディジタルコンテンツの世界

デイジカレコンテンツの管理･流通を支える情報システム
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ディジタルコンテンツ管

理･流通基盤のイメージ

ディジタル化された書籍や

写真,音楽などのディジタル

コンテンツ(ディジタル形式

の情報の内容)を管理し.流

通させる社会基盤が必要とさ

れている｡

21世紀を目前にして,コンピュータ技術とネットワーク技術は,広範囲にわたって急速な進歩を遂げている｡それらは,コ

ンピュータのコストパフォーマンスを劇的に増大し,ネットワークの広帯域化を進めている｡こうした技術潮流の目的の一つ

は,コンピュータシステムによる新たな｢ディジタルコミュニケーションメディア+の創生である｡近年盛んに語られる｢ディジ

タル化+というキーワードの今日的意味は,従来の新聞･雑誌･放送などのメディアを変革し,個人の所有するコンピュータや

家電商品などが情報端末として融合していくことにある｡ディジタルコミュニケーションメディアにより,利用者の希望す

る情幸打ディジタルコンテンツ(ディジタル形式の情報の内容)+を,いつでもどこでも入手できる時代は,すでに始まっている｡

日立製作所は,ディジタルコミュニケーションの時代を支える社会基盤としてのコンピュータシステムにとどまらず,さま

ざまな新たなビジネスチャンスにチャレンジする企業を支援するためのソリューションと,それを支える情朝システムの整風

聞発,提案を推進していくり･2)｡

はじめに

近年,コミュニケーションメディアである通信,放送,

出版の分野では,ディジタル化が急速に進行しているこう'｡

これらのディジタルコミュニケーションメディアを流れ

る情報,すなわち｢ディジタルコンテンツ(ディジタル形

式の情報の内容)+に柱臼するとき,その管理･流通を支

える新情報システムは,コンテンツの制作者･提供者や

サービスの提供者らに対して新たなビジネスチャンスの

｢場+を提供するものであり,利用者にとっては,いつで

も,どこでも,ほしい分だけ人手できる新しい購員形態

を生むものである｡

口_‾!上製作所は,新たなディジタルコンテンツ ビジネ

スをはぐくみ,また,安心して利用できる社会基盤を実

現することを目的として,(1)ディジタルライブラリと

しての"HiRDB UniversalServer''のマルチメディア機能

強化,(2)ディジタルコンテンツ流通のための電子商取

引システムの拡張,(3)安全な流通実規のためのセキュ
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リテイ･著作棒管理システムの開発など,キー才支術の開

発とともに,(4)それらを統合するディジタルコンテン

ツ管理･流通基盤の開発とビジネスへの適用を推進して

いる｡

ここでは,口立製作所の目指すディジタルコンテンツ

管理･流通基盤のコンセプトと,開発したキー技術につ

いて述べる｡

ディジタルコンテンツ管理･流通基盤

の将来像

2.1ディジタルコンテンツ管理･流通基盤の要件

ディジタルコンテンツが制作され,商占占として流通し,

利用者にん副ナられるとともに,利用者が支払う代金を流

通経路を形成する各事業体やコンテンツ制作者･権利者

に還元する社会的な基盤を形成するためには,以■Fの紫

件の実現が必要である｡

(1)コンテンツの制作から流通までの全域的なサポート

ディジタルコンテンツの制作･流通の市場のモデルを

図1に示す｡ここには,コンテンツ提供者,サービス提

供者,および利川音の3者がいる｡ディジタルコンテン

ツは,コンテンツ提供者によって作り出され,サービス

提供者によって利用者に配布される｡これらディジタル

コンテンツという資産が,それぞれの提供者のもとで管

理されるとともに,提供者間を渡り,安全に流通できな

ければならない｡

(2)情報種類の多様性のサポート

文字情報を主体とする情報をはじめとして,痢像･映

コンテンツ

提供者

七全の流れ∠

サービス

提供者

＼､/r
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図1ディジタルコンテンツ管理･流通のモデル

コンテンツ(情報の内容)を制作して提供する者,利用者に対し

てコンテンツ配送のサービスを提供する者.そしてコンテンツの

利用者が,ディジタルコンテンツ流通市場を形成する｡ディジタ

ルコンテンツ管理･流通基盤は,その全域をカバーする必要が

ある｡
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像･音響などを含めたマルチメディア情幸ほでを一元的

に管理,流通できなければならない｡

(3)配送チャネルの多様性のサポート

近年,爆発的に普及しているインターネット配送だけ

にとどまらず,リムーバブル(着脱が可能)な記憶媒体や,

さらに,キオスク端末,携帯電話などへの情封姻己信など

も視野に人れた,多様な配送チャネルを川意しなければ

ならない｡

(4)ディジタルコンテンツの権利保護のサポート

ディジタルコンテンツが適正な価格で健全に取り引き

される社会を創生するためには,著作者の権利とユーザ

ーの権利を保護する仕組みを作らなければならない｡

2.2 ディジタルコンテンツ管理･流通を支える新たな情

報システム像

ディジタルコンテンツの制作から流通までを全域的に

サポートする情報システムのイメージを図2に示す｡

(1)コンテンツ提供者にとっての情報システム

コンテンツ提供者の情報システムとしては,次の3点

が重安である｡

(a)コンテンツ制作に関する新たな表現技術の獲得や,

コンテンツ制作コスト低減を目的としたディジタルコ

ンテンツ制作‾支援システム

(b)コンテンツ制作のネットワーク協業を支援するシ

ステム

コンテンツ制作には多くの制作者が携わるが,ディ

ジタルコンテンツの制作では,地理的に離れた制作会

社間でのネットワークによる協業が進展すると思われ

る｡受発注に加え,制作進捗(ちょく)を管理する,ネッ

トワーク協業制作ワークフロー管理が重要となって

くる｡

(c)制作したコンテンツの多目的利用｢ワン ソース･

マルチユース+のためのディジタルライブラリ

ここでは,制作途上あるいは完成したディジタルコ

ンテンツが管理され,複数の制作者間で共有されると

ともに,コンテンツ提供者の新たな資産(著作物)とし

て運用される｡

(2)サービス提供者にとっての情報システム

サービス提供者は,コンテンツ提供者から提供を受け

たディジタルコンテンツを利用者に流通させる｡これら

のサービス提供者は,扱うコンテンツの種類により,ま

た,配送するチャネル(例えば,インターネットでのパソ

コンへの配送や,情報家電への配送など)の種類により,

みずからのサービスを個性的なものにしていく｡
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図2 ディジタルコンテンツ管理･流通を支える新たな情報システム像

コンテンツ提供者は,制作過程の中で,ネットワーク協業によってディジタルコンテンツを制作する｡サービス提供者は,扱うコンテンツ

の種類や利用者への配送チャネルによって個性化する｡利用者は,多様化したメディアを使ってディジタルコンテンツを利用する｡

そこで必要な情報システムは,扱うコンテンツを管押

するディジタルライブラリを中核として,ユーザー管理,

マーケテイング機能,著作権管理機能,課金機能など,

基本機能を具備するとともに,それらをカスタマイズし,

みずからが追求するビジネスモデルを具現化するビジネ

スアプリケーションによって個性化していくものとなる｡

(3)利用者にとっての情報システム

利用者には,配送チャネルの多様化に伴い,使用する

ネットワークと端末の多様な手段が提供される｡

(4)提供者と利用者をつなぐ流通システム

ディジタルコンテンツは,｢コンテンツ提供者一サービ

ス提供者一利用者+と流れていく｡従来の電子商取引シ

ステムとの人きな相違は,(1)商品は物流での配送では

なく,ネットワーク配送となる,(2)ディジタルコンテ

ンツ商品の所有権が取り引きされるのではなく,その使

用ライセンスが取り引きされるという′【.耳である｡また,

対価は,逆のルートで,コンテンツ提供者に還元される｡

取後商品が少額であることが多いことから,1l自†の決音斉

にコストを多く必要としない,少額決済の機能が重要と

なる｡

2.3 ディジタルコンテンツの情報種薄の多様性への対応

ディジタルコンテンツの情報種類は,キャラク夕べー

スのものから,何像･映像･音響を含むものへと,範囲

を広げている｡キャラク夕べースのコンテンツである医

療や株価,ニュースなどの情報提供サービスも卜分力▲効

である｡また,ディジタル化が進む巾で,新たなコンテ

ンツのネットワーク流通が始まっている｡ここには,ディ

ジタルな写真や映像,音楽,音ノ王√などが含まれてきてい

る｡ディジタルコミュニケーションメディアとしての情

報システムでは,こうした長人データやリアルタイム配

送を伴うストリームデータまで含めた,管理と流通の基

盤が必要となってくる｡

2.4 ディジタルコンテンツの配送チャネルの多様性への

対応

過信ネットワークの進化4)に対応して爆発的に普及し

ているインターネット配送,それらのモバイル環境での

利用,衛星配信･CATV(有線テレビ網)ケーブル配信の

利用が可能となってきている｡また,キオスク端末や携

帯電話での情報配信なども,ネットワーク配送の一つの

形態である｡さらに,DVD(DigitalVide()Disc)やCD-

ROM(CompactDisc Read-OnlyMemory)などのバッケ

11
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ージ流通,フラッシュメモリなどのメモリ媒体での流通

も視野に入れた,多様な配送バリエーションをサポート

していく必要がある｡

2.5 ディジタルコンテンツの著作権保護への対応

コンテンツ提供者の権利を保護し,健全な利用を促進

するためには,社会基盤たりえる著作権管理の枠組みが

必要である｡ディジタル化の利用者視点でのメリットで

ある,(1)ワールドワイドなネットワーク流通が吋能,

(2)コピー劣化なしという特性を生かしながら,著作者

の視点から見た場合の権利保護をさらに強化するという

要望にこたえることが必要である｡

ディジタルコンテンツ管理･流通基盤

3.1ディジタルライブラリ実現のために-``HiRDB

UniversalSeⅣer”のマルチメディア機能強化-

ディジタルコンテンツには,長大な文書データや■州象

データ,映像や音響などのストリームデータが含まれる｡

それらを管理する基盤としてのデータベースシステムに

は,人別して,(1)長大なファイルやストリームデータ

をデータベース管理システム下で一元管理する能ノJと,

(2)マルチメディアの特性に合わせた検索の能力の二つ

が求められる｡

日立製作所は,ORDB(Object RelationalDatabase)

HiRDB UnjversalServer

汎用デー

タハニース

エンジン

コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
元
管
理
と
高
速
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･基本SOL機能

●パラレル処理

･性能

･信頼性

データ型プラグイン

インデクスプラグイン

SQL3ベースの

オブジ工クト指向機能

ディジタルコンテンツ
′ ′ L+

〝

1を

注:略語説明 SQL(StructuredQueryLanguage)

必
要
な
機
能
を
追
加

図3"HiRDBUniversalSeⅣer”のアーキテクチャ

マルチメディアデータの一元管理と高速模索のための機能を,
プラグインとして組み込むことができる｡
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を中心とした新たな製品体系として``HiRDB Universal

Server”を開発し,プラグイン機能によって多様なメディ

アの一一元管理と検索を可能とした(図3参照)｡この製品

体系では,ディジタルライブラリ構築を容易なものとす

るために,リレーショナルデータベースとしての従来業

務データと,データベースの外部にある,ディジタルコ

ンテンツが格納されたファイルやストリームサーバの一

元管理を叶能とし,さらに,マルチメディアデータの特

性に合わせた新たな検索機能を提供している(図4参照)｡

3.1.1データベースとファイルの一元管理

画像データのようなディジタルコンテンツは,情報シ

ステム_とで,大束のファイルとして管押される｡ファイ

ルの所在位置や,そのディジタルコンテンツに関する著

作者情報･制作年月日などの管理情報がデータベースに

格納されるとき,データベースとファイルとの--▲元管理

が長安となってくる｡

日立製作所の開発した外部ファイル連携機能は,

HiRDBUniversalServerのプラグイン機能を利用するこ

とにより,データベースとファイルの-一元管理を可能と

している｡データベースレコードとそれに関連づけた外

部ファイルの登録･削除は,単･のトランザクションで

処押され,け方だけが成功し,他方が失敗するという小

整合な結果を作らない｡また,これらデータベースが管

押するファイル群は,データベースのテーブルとl叶▲の

権限管理がされており,データベースヘアクセスするこ

とで,初めてその外部ファイルへの読み書きが行える｡

この機能により,資産性の高いディジタルコンテンツへ

の不正アクセスを防けこし,また,ディジタルライブラリ

のデータの整合性を保ち,許諾された利用には,ファイ

ルに対する直接の人｢l-1力を行うことによって高速人桝力

を可能としている｡

3.1.2 データベースとストリームサーバの連携

映像や音響データでは,そのサイズが長大なものとな

ることから,ファイルを一括して送るのではなく,映像

や音響のストリームをリアルタイムに配送し,クライア

ントの端末で再生する機能が必要とされている｡

臼_､‡製作所は,インターネットでの映像配送に適した

MPEG-4(Moving Picture Expert Group4)のビデオサ

ーバ"VideonetⅣ”と,このようなストリームデータをデ

ータベースと一元管期するために,HiRDB Universal

Serverのプラグイン機能によるストリームサーバとの連

携機能を開発した｡一元管理の考え方は,上記の外部

ファイル連携機能をベースとしており,ストリームを含



ディジタルコンテンツの管理･流通を支える情報システム451

HiRDB UnルersalServer

地図ジオメトリー検索

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
検
索
機
能
の
拡
充

画像特徴量模索

SGML全文検索

ストリームサーバ連携

外部ファイル連携

ユーザー定義が可能なデータ型

日立太郎

大森花子

数値,テキスト

ファイルサーバ

m
静止画,短い動画･菖響

ストリームサーバ

動画

ディジタルコンテンツの一元管理

めたディジタルライブラリの一元管押を可能としている｡

さらに,この機能は,ストリームサーバの剛有のインタ

フェースを隠ぺいし,抽象化インタフェースをアプリケ

ーションプログラマに提供している(〕この紡果,各種ス

トリームサーバの差舛を意識しないアプリケーションプ

ログラムの開発が可能となり,アプリケーションの資娃

の継承が行えるものとなっている｡

3.1.3 マルチメディア検索機能

HiRDB UniversalServerでは,RDB(Relational

Database)として実績のあるHiRDBのL位耳換製品とし

て,従来のRDBの標準言語"SQL”でのコード情報主体の

データ型への検索機能を提供する｡また,(1)メディア

刈▲応のデータ型の拡張として,構造を持つ史書に対する

国際標準規格SGMLで話己述された文吉への全文検索機

能,(2)画像の色や形の特徴に基づく検索を吋能とする

画像特徴量検索機能,(3)地図のジオメトリーの検索機

能など,マルチメディアに適した検索機能を提供する｡

これにより,HiRDBの持つ岳拡張性(スケーラビリテイ),

高信頼性,オープン件,運用･操作件などの諸特徴を継

承し,コード情報を主体とした従来の業務アプリケーシ

ョン資羅を継承したうえで,新たなマルチメディアデー

タの取り扱いが吋能となっている｡

3.2 ディジタルコンテンツ流通のために一電子商取引

ECシステムの機能強化¶

日立製作所は,竜一‾f一モールを実現する息子商取引EC

(Electronic Commerce)システムを1996年に開発した｡

注:略語説明

SGML(StandardGeneraト

izedMarkupLanguage)

図4"HiRDB Universal

Server”のマルチメディ

ア機能強化
HiRDB UniversalServer

では,リレーショナルデー

タベースとしての従来業務

データと,データベースの

外部にあるファイルやスト

リームデータの一元管理を

可能とし,マルチメディア

の特性に合わせた模索機能

の拡充を図ることができる｡

以来,その機能強化への取組みとして,"One to One

Marketing”を実現するマスカスタマイゼーション機能の

提供に加え,(1)ディジタルコンテンツ販ッ岩槻能として

の著作権保護,(2)ライセンス管理機能,(3)コンテン

ツ管理機能,および(4)少額決済機能を開発してきた｡

また,消費者ECモデルにとどまらず,1モ業間収引モデル

についても刈1心してきている｡現在,社会情報流通去∈盤

を指向し,いっそうの機能拡張を行う考えである｡口立

製作所のディジタルコンテンツ電子商取引システムの構

成を図5に示す｡ディジタルライブラリとしてのデータベ

ースの機能強化をデータ管理層で対止こし,ディジタルコ

ンテンツ流通のための販促機能や配送機能,少額決済機

能などを粍能噛の幅広いメニューの11-Jで提供している｡

3.3 安全な流通実現のために一著作権管理-

ディジタルコンテンツを安全に配送するために,セ

キエア(安令)なシステムソリューション∴〉をベースに,

(1)安全なコンテンツ配送のための｢セキュアコンテナ+

機能,(2)イく正使用抑止のための｢電子透かし+機能,

(3)小正な二次利川防止のための｢ブラウザ操作制御+棟

能など,ディジタルコンテンツの著作者と利用者の権利

保護の権能を提供している｡

おわりに

ここでは,H立製作所のト1指すディジタルコンテンツ

管理･流通基盤のコンセプトと,その実硯のためのキー

技術について述べた｡
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ディジタル商品

購入者クライアント

WWW

ブラウザ

ト

聴ル視
討

ク

諾

濾HTML

W
W
W
サ
ー
バ

表示層

･HTML生成

･特定店舗用
画面データ

●オンライン

納品

電子モールサーバ

機能層

･バスケット

･電子決済

･個人化･クーポン
機能

●少額決済

･著作権保護
処理

(電子透かし)

データ管理層

･店舗管理

･注文管理

･課金管理

･会員管理

･ディジタル
商品管理

･ライセンス管理

●コンテンツ

取り出し管理

分散オブジ工クト基盤(CORBA)

日立製作所が提案しているこれらの技術は,新ビジネ

スにチャレンジするうえでの社会基盤実現に寄与するも

のと確信する｡新たなディジタル コンテンツ ビジネス

への試みは,こうした社会基盤整備と同時進行している｡

R立製作所は,ディジタル コンテンツ ビジネスをみず

から切り開くことにより,必要なビジネス機能の分析と

システムの開発･運用などのソリューションをさらにブ

ラッシュアップし,このビジネスに参入する企業に対す

る適切なソリューションを提案していく考えである｡
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ディジタル

コンテンツ

販売機能

･商品DB

･ライセンスDB

･課金DB

･会員DB

文書サーバ

画像サーバ

動画サーバ

･マルチメディア

検索

コンテンツ

注:略言吾説明

WWW(WorldWideWeb)

HTML(HypenextMarkup

Language)

CORBA(CommonObject
RequestB｢okerA｢Chト

tecture)
DB(Database)

図5 日立製作所のディ

ジタルコンテンツ電子商

取引システム

商品化されたディジタル

コンテンツは,ライセンス

管理や少額決済,著作権保

護処理,オンライン納品な

どの新たな手段で,利用者

の注文に応じて届けられる｡
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